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１．現地視察（新丸山ダム建設事業）

１

ダム天端 ＥＬ.190.0m

発電容量
1,822万㎥

堆砂容量 780万㎥

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 EL.188.3m

常時満水位
EL.179.8m

最低水位
ＥＬ.170.8m

洪水調節容量
2,017万㎥

ダム天端 ＥＬ210.2m

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 ＥＬ205.3m

常時満水位
EL.186.3m

ＥＬ.179.8m

予備放流方式

最低水位
ＥＬ.170.8m

（5700万m3＋1500万m3）

洪水調節容量
7,200万㎥

堆砂容量
4,113万㎥

不特定容量
1,500万㎥

発電容量
1,822万㎥

※不特定容量・・・既得取水の安定化及び河川環境の保全等のための流水の確保のための容量

既設丸山ダム 新丸山ダム

堤高
118.4m

嵩上げ高
20.2m

○新丸山ダム建設事業につきまして、木曽川流域委員会規約第２条第３項に基づき、次回再評価の審議を頂く予定。

○本日は次回再評価の審議に先立ち、事業の進捗状況等について現地を視察いただく。

○貯水池容量配分図

●事業再評価を行う際の視点

○位置図 ○新丸山ダム（イメージ）

○ダムの目的

１．洪水調節 ２．流水の正常な機能の維持 ３．発電

①事業の必要性等に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

２）事業の投資効果

３）事業の進捗状況

②事業の進捗の見込みの視点

③コスト縮減等の可能性の視点

●事業の概要



写真提供 国土地理院

口杣沢建設発生土受入地

丸山ダム

丸山ダム展望台

転流工吐口部

２

２．現地視察（行程）

美濃加茂方面

名古屋方面


